
し
て
い
ま
す
。

　

「
西
条
市
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
こ
う

い
う
こ
と
な
の
で
は
？
」
「
そ
れ
に
は
、
こ

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
？
」―

よ
り
よ
い
計

画
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
〝
思
い
〟
を
交
え
た
熱

い
議
論
は
、
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
「
総
合
計
画
」
を
つ
く

る
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
や
お
考
え
を
広
く
お
聞
き
し

て
、
で
き
る
だ
け
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が

「
新
西
条
市
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」

で
す
。

　
「
広
報
さ
い
じ
ょ
う
」な
ど
で
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
旧
２
市

２
町
の
各
地
区
か
ら
23
人
の
方
々
が

ご
応
募
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
懇
話

会
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

ご
多
忙
の
中
、
市
内
の
公
共
施
設
な

ど
を
見
て
回
る
「
タ
ウ
ン
・
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」
を
行
っ
た
り
、
講
師
の
方

を
招
い
て
講
演
会
を
開
催
し
た
り
す

四国電力㈱から市へ、
道路用地を寄付していただきました

四国電力㈱西条発電所

工業団地

港新地

至
壬生川

至
新居浜西条高校

壬生川新居浜野田線

伊予西条駅総合文化会館

地方局 GS

GS

寄付区間
改良区間

四国電力㈱から市へ、
道路用地を寄付していただきました
　10月17日㈪に、四国電力㈱から道路用地を寄付していただき
ました。この用地は、昔、火力発電所の進入路として、また港
新地地区への生活道路として整備された道路部分です。
　今回ご寄付いただいた道路用地については、今後街路事業等
で改良を行い、伊予西条駅前から干拓地（工業団地・港新地地
区）を結ぶ道路として、有効に活用させていただきます。あり
がとうございました。

（※）ワークショップ
　地域に関わる人が参加し、さまざま
な共同作業を通じて創意工夫して、集
団としての答えを探し出し、計画づく
りなどを進めていく方法です。

①各グループで話し合いをして…

「新西条市まちづくり懇話会」活動リポート

　今、西条市では、今後10年間のまちづくりを進めるため

の指針となる、「総合計画」をつくろうとしています。

　この計画づくりのために、市民の皆さんが中心となった

取り組みが進んでいます。

「
新
西
条
市
ま
ち
づ
く
り

　

懇
話
会
」
誕
生
！

見
て
聞
い
て
、
話
し
合
っ
て

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
考
え
る

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
合
で
は
「
少
子
化
と
子
育
て
支

援
」
や
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
グ
ル
ー
プ
別
に
議
論
を
し
て
結
果
を
発

表
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
※
）の
方
法
を
使

っ
て
熱
心
な
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
会
合
は
夜
間
に
、
旧
２
市
２
町

の
各
地
区
で
開
催
す
る
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
が
参
加
を
し
や
す
い
よ
う
な
工
夫
も

▶大保木地区連合自治会
長の神野顕彰氏（写真
右）を招いての台風21
号被災経験講演

◀「
タ
ウ
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

の
様
子（
小
松
温
芳
図
書
館
）
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